
千葉県バレーボール協会中学校専門部 

事故・災害発生時の対応について 

大会役員は選手・観戦者・保護者及びその他役員の安全に十分配慮するよう以下の対応を徹底する。 

本部責任者： 会場責任者 

会場名： 会場住所： 

AED 設置場所： 近隣の病院： 

 

＜事故発生時の対応＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

l 本部責任者は「事故報告書」を作成し、１週間以内に委員長に提出すること 

l 選手だけでなく、応援に来ている生徒並びに保護者も同様の対応とする 

l 頭部や熱中症に関わるものは、過小評価せず、すぐに救急通報をすること 

l 当該チーム顧問の連絡先を把握し、その後の確認ができるようにしておくこと 

l 会場管理者にも事故発生を報告し、必要な措置をとること 

 

 

＜災害（地震等）発生時の対応＞ 

1. 各コートの主任はすぐに吹笛をし、ラリーを中止する（本部はアナウンスを入れる） 

2. その場に身を屈ませ、身（主に頭部）の安全を確保するよう呼びかける 

3. 大会役員は扉を開けるなど避難経路の確保に努める 

4. ゲームの再開は会場管理者等と相談し、会場全体の安全が確認され次第とする 

5. 事態の収拾後、委員長に報告をする 

事故発生 

切り傷や打撲など

の軽微な怪我 

頭部を強打，熱中症でぐったりしているなど命

に関わるものや後遺障害が残る恐れがあるもの 

なるべく早く 119 番通報

（AED の使用） 

当該チーム顧問を通じて

保護者に連絡 

当該チーム顧問を通じて

当該学校の管理職に連絡 
本部責任者が委員長に報告 

当該チームで応急処置 or近隣の病院を紹介 


